
Figure 1 Excitation intensity dependence of 

effective lifetime. PIA (●) and OCPVD (▲). 
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はじめに：太陽電池の電荷寿命は電力変換効率と密
接な関係がある物理量である[1]。評価法としては、
一般的に開放光起電力減衰(OCPVD)法が用いられ
ている[2]。我々は、光誘導吸収(PIA)法により、有
機薄膜太陽電池(OPV)の開放状態における再結合寿
命を評価する手法を提案した[3]。この手法では正孔
ポーラロンの光誘導吸収帯の観察により正孔寿命
を決定できる特徴がある。本研究では、OCPVD 法
と PIA 法により寿命を評価、比較することにより
OCPVD法で得られる寿命について報告する。 

実験：Poly4,8-bis[(2-ethylhexyl)oxy]benzo[1,2-b:4,5- 

b’]dithiophene-2,6-diyl-lt-alt-3-fluoro-2-[(2-ethylhexyl) 

carbonyl]thieno[3,4-b]thiophene-4,6-diyl(PTB7): [6,6]- 

phenyl C71 butyric acid methyl ester(PC71BM)によるバ
ルクヘテロ構造を有する OPVを評価対象とした。窒
素ガスを充填したグローボックス（露点-80℃）内で
ITO/PEDOT:PSS/PTB7: PC71BM/Ca/Al構造の OPV を
作製し、ソーラーシミュレータを用いて 100 mW/cm

2
 

(AM 1.5)の疑似太陽光照射下において太陽電池特性
を評価した（電力変換効率 6.0 %）。 

 PIA 測定には既報の分光系を用いた [3]。波長
635nm の赤色レーザーを用いて VOC減衰をデジタル
シンクロスコープにより測定した。 

結果：Fig. 1 に PIA法により決定した正孔寿命のポン
プ光強度依存性を示す。寿命は光強度の 0.5 乗で減
少し、二分子再結合過程を反映している[3]。Fig. 2

に様々な励起光強度における Voc 減衰を示す。寿命
を 
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から見積もり、寿命の励起光強度依存性を Fig. 1に示す。PIAと OCPVDで求めた寿命は光
強度 5 mW/cm

2付近では一致しているものの、励起光強度依存性は異なることがわかる。当
日は、寿命と電力変換効率との相関についても述べる。 
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Figure 2 Open circuit photovoltage decay 

of PTB7:PC71BM OPV at different 

excitation intensities. 

第76回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2015 名古屋国際会議場)13p-PB9-40 

© 2015年 応用物理学会 11-158


